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■平成２９年度　水質保全設備（曝気装置）の運用計画

　１．運転期間：　平成２９年６月１日（木）～１０月３１日（火）【予定】

　２．運転時間：　４台／２４時間連続運転

　３．監視体制他：
　　　　田瀬ダムではダムサイトの水質自動監視装置による監視に
　　　加え、定期水質調査（1回/月）及びダム湖の巡視（2回/月）を
　　　実施し、アオコ発生等の状況を把握し、関係機関への情報
　　　提供を行います。
　　　　また平成25年度から継続している学識者を加えた
　　　「田瀬ダム水質検討会」においてアオコ発生の要因
　　や水質保全・改善に関する検討を行います。

［田瀬ダム］水質保全設備
す い し つ ほ ぜ ん せ つ び

（曝気
ば っ き

装置
そ う ち

）を６月１日より稼働
か ど う

開始
か い し

～アオコ発生抑制の設備を増強・早期稼働～

　田瀬ダムでは、平成１１年頃よりダム湖に植物プランクトンによる「アオコ」が発生しております
が、平成２６年度は初めてカビ臭原因となるアオコ（ｱﾅﾍﾞﾅ属）が発生し、カビ臭が発生しました。
　「アオコ」は、ダム湖の表面水温が高くなる夏季に発生するため、表面水温を下げアオコの発生
を抑制する事を目的に「散気式曝気装置（水中に空気を送り湖の水を循環する装置）」を平成１９
年に３台設置し、稼働しております。
　昨年度には更なる効果を期待して１台増強し、今年度は４台体制での稼動となります。さらに、
夏季前から早期に稼働させることで、アオコの発生抑制が図られることから、本年も、６月１日より
曝気装置の早期稼動を開始します。
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曝気装置の概要

下から空気を送り

水温の低い下層と

水温の高い上層を

攪拌させ、アオコの

発生を抑制します。

送気

～「アオコ」とは～
植物プランクトン（藍藻類）が異常増殖して水
の表面が緑色の粉を吹いたようになる現象で
富栄養化の進んだ全国の湖沼で見られます。

曝気装置位置図


